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2020 年に初めて公開された第二次世界大戦時のバチカン文書。閲覧を
許されたのは学者、学識経験者、各国政府関係者のみで、メディア関係
者は公開の対象外だった。
それでも著者はあきらめることなく史料群の閲覧に成功。そこには、日米
開戦前夜の日米和平交渉についてなど、驚くべき記述が含まれていた。
限られた時間、厳しい閲覧規制、困難な判読、苛烈を極めたコロナ禍の
ローマというなかで、一人の記者が 3 年をかけて、太平洋戦争にまつわる
極秘文書を解読し、まとめあげた労作。

共同通信社記者 津村一史
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【著者略歴】 津村一史（つむら・ただし）― 共同通信社記者。 1979 年、鹿児島県に生まれる。 2003 年、共同通信社に入社し、

宮崎支局などを経て本社政治部。カイロ支局での中東紛争地取材を経て、2015 年から本社特別報道室。国際調査報道ジャー

ナリスト連合 （ICIJ） の公式メンバーとしてタックスヘイブン （租税回避地） の実態を暴いたパナマ文書報道に参加。 ICIJ

は 2017 年のピュリツァー賞を受賞した。 同年から 2022 年末までローマ支局長。 2023 年から名古屋編集部次長を務め、

2024 年に起きた能登半島地震を担当している。


